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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
粉体を貯留するホッパと、
　このホッパの底部から下向きに設けられた出口管と、
　この出口管内に臨んで設けられ縦軸回りに回転駆動可能なオーガスクリューと、
　前記出口管の下方に配され下端部が包装袋に臨んだ充填シュートと、
　前記出口管の下端に設けられ粉体を圧縮しつつ押し出し可能な開口部を有する堰き止め
具と、
　この堰き止め具の下面に沿って進退駆動され同堰き止め具の下面から垂れ下がった粉体
を切断する切断部材と、
が具備され、
　かつ、前記堰き止め具は、前記ホッパの前記出口管の下端に嵌着される厚肉の底部を有
するキャップ状をなし、同堰き止め具の底部には、下面に向けて次第に縮径されたテーパ
状の貫通孔が形成されているとともに、
　前記切断部材は、一対の切断刃が互いに突き合う方向に進退可能に設けられて形成され
ていることを特徴とする包装機における粉体の定量供給装置。
【請求項２】
前記堰き止め具の底部に形成された前記貫通孔は、下端に向けて次第に縮径されたテーパ
部の下方に、同テーパ部の下端の小径部と同じ径のストレート部が連設された形状である
ことを特徴とする請求項１記載の包装機における粉体の定量供給装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粉体、特に粉末茶、ココア等の粒子の細かい粉体を計測して供給する装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動包装機に付設される充填物供給装置に関し、充填物が粒子の細かい粉体、例えば粉
末茶である場合に適したものの一例として、特許文献１に記載されたようなオーガ式の供
給装置が知られている。このような粉末茶は流動性に劣る等の事情があって、例えば計量
升式のものであると、升切りした場合に升の内面等に粉末茶の一部が付着したままで残る
等の現象を呈して供給量がばらつく嫌いがあるため、その代替策として採用されるように
なった。
【０００３】
　このオーガ式の充填物供給装置は、充填物としての粉末茶が貯留されるホッパが設けら
れ、このホッパの底部に下向きに設けられた出口管に、オーガスクリューが縦軸回りの回
転自由に挿通されるとともに、出口管の下端に、菊座と称する複数の窓孔が分割開口され
た堰き止め具が嵌着された構造であって、オーガスクリューが所定量回転駆動されると、
粉末茶が堰き止め具の各窓孔から若干圧縮されつつ押し出され、オーガスクリューの回転
が停止したのちは、粉末茶の流動性が劣ることを利用して堰き止め具の窓孔が塞がれるこ
とで、粉末茶がそれ以上零れることが防止され、これにより粉末茶を一定量ずつ一袋の包
装袋内に供給することを意図している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２３７７０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のようにオーガ式の充填供給装置は、計量升式と比べると定量供給に有効であると
は言えるが、粉末茶の材質や周囲雰囲気等の条件により、流動性に極めて劣る状態にある
場合等には、オーガスクリューの回転が停止したときに、粉末茶が堰き止め具を単に塞ぐ
のみならず、そこからつららのように垂れ下がった状態で残ることがある。そうすると、
この回の粉末茶の供給量はつららとして残った分規定量よりも少なくなり、逆に次回は、
正規に押し出されたとしても、残っていたつららの分が余分に加わることにより規定量よ
りも多くなり、差し引きすると供給量に大きなばらつきが出る可能性がある。ことに、一
袋の包装袋へ充填される粉末茶の供給規定量自体が少ない場合には、上記のように供給量
に大きなばらつきがあると、一袋分を溶かして生成したお茶の質そのものが大きく変わる
おそれがあり、さらなる改良が切望されていた。　
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、その目的は、充填物と
しての粉体を確実に一定量ずつ供給できるようにするところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の包装機における粉体の定量供給装置は、粉体を貯留するホッパと、このホッパ
の底部から下向きに設けられた出口管と、この出口管内に臨んで設けられ縦軸回りに回転
駆動可能なオーガスクリューと、前記出口管の下方に配され下端部が包装袋に臨んだ充填
シュートと、前記出口管の下端に設けられ粉体を圧縮しつつ押し出し可能な開口部を有す
る堰き止め具と、この堰き止め具の下面に沿って進退駆動され同堰き止め具の下面から垂
れ下がった粉体を切断する切断部材と、が具備され、かつ、前記堰き止め具は、前記ホッ
パの前記出口管の下端に嵌着される厚肉の底部を有するキャップ状をなし、同堰き止め具



(3) JP 5570059 B2 2014.8.13

10

20

30

40

50

の底部には、下面に向けて次第に縮径されたテーパ状の貫通孔が形成されているとともに
、前記切断部材は、一対の切断刃が互いに突き合う方向に進退可能に設けられて形成され
ているところに特徴を有する。
【０００７】
　上記構成によれば、オーガスクリューが所定量回転駆動されると、粉体が堰き止め具の
開口部から圧縮されつつ押し出され、オーガスクリューの回転が停止したのちは、粉体に
より堰き止め具の開口部が塞がれる。それとともに堰き止め具の下面に沿って切断部材が
進出し、堰き止め具の下面から垂れ下がった粉体がある場合には、これが切断されて自然
落下する。すなわち各供給動作では、オーガスクリューの回転に伴い一定量の粉体が堰き
止め具の下面から押し出されるが、一旦押し出されたものは切断される分も含めてそっく
り供給されることになり、結果常に一定量の粉体を供給することができる。
【０００８】
　また、粉体は、堰き止め具の貫通孔を通って次第に圧縮されつつ押し出されるが、周方
向に散らばることなく堰き止め具の中心に寄せられた状態で押し出されるから、ホッパの
出口管の下方に配されたシュートに向けて全量が確実に落下供給される。また、単一の貫
通孔内で圧縮されるのであるから、密度も一定にでき、もってより確実に一定量の粉体を
供給することができる。
【０００９】
　さらに、開口部の下面から垂れ下がった粉体は、一対の切断刃が突き合うように進出す
ることで切断される。垂れ下がって残った粉体は、開口部の中心部から落下するから、粉
体を受けるシュートの径を極力小さいものに抑えることができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、充填物としての粉体を確実に一定量ずつ供給することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態の一部切欠側面図
【図２】堰き止め具の断面図
【図３】同平面図
【図４】粉末茶の供給動作を示す供給装置の部分側断面図
【図５】残った粉末茶の切断状態を示す同図
【図６】供給装置の正面から見た部分断面図
【図７】切断装置の開状態を示す平面図
【図８】切断装置の閉状態を示す平面図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　＜実施形態＞
　本発明の一実施形態を図１ないし図８によって説明する。この実施形態では、充填物と
して粒子の細かい粉体である粉末茶Ｘが例示され、同粉末茶Ｘが、縦型多列充填包装機に
おいて製造されるスティック型の包装袋内に一定量ずつ充填されるようになっている。
【００１３】
　包装袋の製造過程の概略を図１を参照して説明する。フィルムロールから繰り出された
原反包装フィルムは、スリッタによって所定幅ずつ複数列に切り分けられ、切り分けられ
た各包装フィルムｆは、フォーマ５０を通って筒状に回曲されたのち、縦シール装置にお
いて、合掌状に重ねられた端部に縦シールが施されることで筒状体が形成される。続いて
その筒状体の所定位置に、横シール装置によって横シールが施されたのち、詳しくは後記
するように、ホッパ１１に貯留された粉末茶Ｘが充填シュート１８を通って充填されて半
包装袋が形成される。その半包装袋が１サイクルずつ送り出されて、さらに横シールが施
されることで両端が閉じられたスティック型の包装袋が形成され、同横シール部がカッタ
で切断されることで１袋ずつの包装袋が製造される。
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【００１４】
　次に、充填物である粉末茶Ｘの定量供給装置１０について詳細に説明する。当該装置１
０はオーガ式の供給装置であって、粉末茶Ｘを貯留するホッパ１１を備えている。ホッパ
１１は、上部が広く開口されたホッパ本体１２を有し、その搾られた下端部に受け部１３
が連設された構造であって、同受け部１３の底面には、すり鉢状をなす貯留室１５が、上
記した包装袋を製造する各列ごとに対応するようにして並んで形成されている。各貯留室
１５の底面中心からは、円筒形をなす出口管１６が下向きに突出して設けられている。各
出口管１６は、各列の充填シュート１８の上方に同心に配されている。
【００１５】
　ホッパ１１の受け部１３内には各貯留室１５ごとにオーガスクリュー２０が縦向きに配
設されている。オーガスクリュー２０は、軸部２１の下側にスクリュー部２２が連設され
た構造であって、スクリュー部２２が貯留室１５の所定寸法上方位置から出口管１６の下
端に向けて、軸線回りの回転可能に挿通されているとともに、軸部２１の上端が、基枠２
５に設置されたモータ２６の出力軸２６Ａとギア機構２７を介して駆動連結されている。
　モータ２６が駆動されることで各オーガスクリュー２０が軸心回りに回転し（各列で交
互に逆方向）、粉末茶Ｘがスクリュー部２２の螺旋刃２３の間に引き込まれつつ出口管１
６内を送り出されるようになっている。
【００１６】
　出口管１６の下端部には、堰き止め具３０が取り付けられている。そのため、出口管１
６の下端部外周には雄ねじ１７が切られている（図４参照）。堰き止め具３０は、図２及
び図３に示すように、厚肉の底部３２を有する円形のキャップ形をなし、周壁３１の内面
には、上記した出口管１６の雄ねじ１７に螺合可能な雌ねじ３４が切られている。堰き止
め具３０の底部３２は、外底面の中央部に突出部３３が形成された形状となっており、同
底部３２には、内底面の中心から突出部３３の外底面の中心に達する貫通孔３５が形成さ
れている。貫通孔３５の形状は、図４に示すように、その上端が上記した出口管１６の内
径より少し大きい直径を持ち、下端に向けて次第に縮径されたテーパ状をなし、下端部の
所定厚さ部分（突出部３３の厚さ部分）が、テーパ部３６の下端の小径部と同じ径のスト
レート部３７となっている。　
　上記のような構造になる堰き止め具３０が、周壁３１の内周の雌ねじ３４を出口管１６
の雄ねじ１７にねじ込まれ、内部の段差部３８が出口管１６の下端面に当たった状態で固
定されている。
【００１７】
　上記した出口管１６の下端に取り付けられた堰き止め具３０と、充填シュート１８の上
端との間には、堰き止め具３０から垂れ下がった粉末茶Ｘを切断するための切断装置４０
が装備されている。　
　この切断装置４０は、図４ないし図８に示すように、平行開閉形のエアチャック４１を
用いており、平行姿勢をなして開閉する一対の爪部４２に、一対の切断刃４５が突き合う
ようにして装着されている。切断刃４５は、全体としては正面Ｌ字形に形成されており、
水平部における幅広となった手前側領域が開閉板４６となって、両開閉板４６の突き合わ
せ端には、下面側を削成することで先細りとされた刃部４７が形成されているとともに、
同水平部における幅狭となった奥側領域の外側縁からは、取付板４８が下向きに屈曲形成
されている。各切断刃４５は、開閉板４６を向き合わせた形態で、それぞれの取付板４８
がエアチャック４１の各爪部４２を跨いでその外面側にボルト４９で締め付けられて固定
されている。これにより、一対の切断刃４５の対向した開閉板４６は、エアチャック４１
の爪部４２の手前側の領域で開閉するようになっている。
【００１８】
　上記のような構造になる切断装置４０が、一対の切断刃４５の開閉板４６が、出口管１
６及び充填シュート１８の縦軸を前後から挟むような配置で、かつ開閉板４６の上面が、
堰き止め具３０における底面の突出部３３の下面に沿って（厳密には所定のクリアランス
を開けて）進退可能な高さ位置を取って配設されている。　
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　エアチャック４１が開状態にあって、一対の切断刃４５が開いていると、図７に示すよ
うに、両開閉板４６の刃部４７が離間して堰き止め具３０の貫通孔３５（等径部３７）を
全開し、エアチャック４１の閉動作に伴って一対の切断刃４５が閉じると、図８に示すよ
うに、両開閉板４６の刃部４７が、貫通孔３５（等径部３７）の中心位置で突き合った形
態となって等径部３７を閉じるようになっている。
【００１９】
　続いて、本実施形態の作動を説明する。　
　包装袋の製造過程で充填物である粉末茶Ｘの充填タイミングとなると、オーガスクリュ
ー２０が所定量回転駆動され、図４に示すように、同回転量に対応した所定量の粉末茶Ｘ
が対応する貯留室１５の出口管１６内を押し出され、さらに堰き止め具３０のテーパ状の
貫通孔３５を通る間に次第に圧縮されつつ等径部３７の下端から押し出され、その下方に
配された充填シュート１８内に落下する。オーガスクリュー２０の回転が停止したのちは
、圧縮された粉末茶Ｘにより貫通孔３５が塞がれる。
【００２０】
　それとともに切断装置４０が閉動作され、一対の切断刃４５の開閉板４６が堰き止め具
３０の突出部３３の下面に沿いながら接近して、両刃部４７が貫通孔３５の中心位置で突
き合って貫通孔３５（等径部３７）を閉じる。このとき堰き止め具３０の貫通孔３５の下
面から垂れ下がった粉末茶Ｘがある場合には、図５に示すようにこれが切断されて、充填
シュート１８内に続いて自然落下する。そののち、切断装置４０が開動作して一対の切断
刃４５が元姿勢に開き、次の半包装袋に対して、上記した動作を繰り返して粉末茶Ｘが充
填されるところとなる。
【００２１】
　このように本実施形態では、堰き止め具３０の下面に切断装置４０を備え、仮に堰き止
め具３０の貫通孔３５の下面から粉末茶Ｘが落ち切れなくて残ったとしても、直ちに切断
して落下させる手段を講じている。言い換えると、各充填動作時には、オーガスクリュー
２０の所定量の回転に伴い一定量の粉末茶Ｘが堰き止め具３０の下面から押し出されるが
、一旦押し出されたものは切断される分も含めてそっくり充填シュート１８内に供給され
ることになり、結果常に一定量の粉末茶Ｘを供給することができる。
【００２２】
　粉末茶Ｘは、堰き止め具３０における下窄まりの貫通孔３５を通って次第に圧縮されつ
つ押し出され、言い換えると、周方向に散らばることなく堰き止め具３０の中心に寄せら
れた状態で押し出されるから、ホッパ１１の出口管１６の下方に配された充填シュート１
８に向けて全量が確実に落下供給される。また、粉末茶Ｘは単一の貫通孔３５内で圧縮さ
れるのであるから、密度も一定にでき、より確実に一定量の粉末茶Ｘを供給することがで
きる。
【００２３】
　堰き止め具３０の貫通孔３５の下面から垂れ下がった粉末茶Ｘを切断するに当たり、一
対の切断刃４５が突き合うように進出することで切断するようにしたから、切断された粉
末茶Ｘが確実に貫通孔３５の中心部から落下することになり、粉末茶Ｘを受ける充填シュ
ート１８の径を極力小さいものに抑えることが可能となる。
【００２４】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）切断部材である切断刃の進退駆動手段としては、上記実施形態に例示したエアチ
ャックに限らず、他の駆動手段を使用してもよい。
　（２）堰き止め具の取付構造としては、圧入構造であったり、別途備えたねじで止める
構造としてもよい。
【００２５】
　（３）上記実施形態では、充填物である粉体として粉末茶を例示したが、本発明は、粉
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末茶以外にもココア等の粒子の細かい粒体を充填する場合に適用して特に有効である。
　（４）包装袋としては、背貼りが封筒貼り形式のスティック型包装袋や、包装袋の上下
並びに一側縁をシールした三方シール型包装袋等、他の形態の包装袋であってもよい。
　（５）包装機としては、上記実施形態に例示した縦型多列充填包装機に限らず、単列の
縦型充填包装機等、他の形式の包装機を適用する場合であってもよい。
【符号の説明】
【００２６】
　Ｘ…粉末茶（粉体）
　１０…定量供給装置
　１１…ホッパ
　１５…貯留室
　１６…出口管
　１７…雄ねじ
　２０…オーガスクリュー
　２２…スクリュー部
　３０…堰き止め具
　３１…周壁
　３２…底部
　３３…突出部
　３４…雌ねじ
　３５…貫通孔（開口部）
　３６…テーパ部
　４０…切断装置
　４１…エアチャック
　４２…爪部
　４５…切断刃（切断部材）
　４６…開閉板
　４７…刃部
　４８…取付板
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